




















































































































23 13 10 ３ ３ ２ １ 55
42％ 24％ 18％ ５％ ５％ ４％ ２％ 100％
表２　「お・ご～おき」の共起語別用例数（BCCWJ）
ご承知 お見知り お含み おとどめ お考え お聞き お話し お知り お認め 合計
29 12 ６ ２ ２ １ １ １ １ 55
















































































20 14 ５ ４ ４ ３ ３ １ １ 55



















































































































































































１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
利用 注意 相談 了承 連絡 参加 確認 遠慮 協力 参照
674 464 437 422 398 285 221 206 168 112
表７　「ご～おき下さい」と「ご～下さい」の用例数（BCCWJ）
形式 承知 了承 了解 承諾 了察
ご～おき下さい 18 ０ ０ ０ ０
ご～下さい ７ 424 ６ １ １
（ 62 ）
　次に、「ご了解下さい」、「ご了承下さい」の用例を挙げる。この場合も、聞き手に対し、その
場で「聞き入れること」を求める表現になっている。
　　（32）スペースの制約から、漫画はごく一部しか掲げることができません。ご了解ください。
（PB22_00110『はじめて学ぶ日本近代史』）
　　（33）なお、数に限りがありますので、品切れの際はご了承ください。
（OP77_00001『町から町へ』天理市）
　（33）を比較のため（34）、（35）のように変更して示す。「品切れの際は」のような、ある時点
を指し示す表現と、事前に提示した情報の維持を求める「ご～おき下さい」とを組み合わせた（34）
は不適格となることがわかる。
　　（34）なお、数に限りがありますので、品切れの際は*ご承知おきください。　　　　（作例）
　　（35）なお、数に限りがありますので、ご承知おきください。　　　　　　　　　　（作例）
このように、「ご承知おき下さい」は知っていることを求める表現で、間接的な注意喚起だとい
うことができる。
６．３　“おき”の有無による違いのまとめ
　“おき”は先行研究で述べられていたように、「Vおく」由来の「効果の持続」の意味を持つ。
そのため、“おき”がある場合には、事前に提示した懸念事項について、知っていることを求め
る表現となる。情報を得た上でどう対応するかについての判断は聞き手に委ねられている。つま
り、聞き入れたり、納得するところまでは求めていない。そのため、間接的な注意喚起、理解求
めの表現となる。
　これに対し、“おき”がない場合には、禁止事項や注意事項を「聞き入れること、納得すること」
を直接求める表現となる。両者を比較した場合、“おき”がある「ご～おき下さい」の方が、間
接的な表現であることから、より配慮的だということができる。
７．「お・ご～おき下さい」をどう教えるか
　以上の「お・ご～おき（下さい）」の特徴を踏まえ、本稿ではこの表現を学習者に提示する際
のポイントとして３つ挙げる。①取り上げる表現、②場面と機能、③「ご承知下さい」との違い
である。
　①取り上げる表現として、本稿は「ご承知おき下さい」、「お含みおき下さい」、「お見知りおき
下さい」の３つに限定することを提案する。日本語学習者が日常の中で目にする可能性の高いも
（ 63 ）
の、且つ理解しにくいものに限定すれば、学習者の負担を増やさずに済むと考えるからである。
まず、「ご承知おき下さい」では、「了承」、「了解」など似た意味を持つ語もあるが、「承知」以
外とは共起しないことを示したい。また、「含む」の「心の中に持つ、考慮に入れる」という意
味は上級の日本語学習者でも理解しにくいことが予想されること、さらに「見知る」に関しては
ほとんど見聞きしたことがない可能性が高いことを意識して、共起する語の持つ意味の解説を行
うことが重要だと考える。
　②「お・ご～おき下さい」の使用場面と機能に関しては、まず、話し手が懸念される事態を想
定し、聞き手に対し注意喚起や配慮を求める場面において用いられること、加えて、話し手は、
より詳しい情報を持ち得る立場（運営側等）にあることも確認すべき点である。
　③「ご承知下さい」との違いについては、「承知」の持つ意味を２つに分けて提示するとわか
りやすい。「知る、知っている」という意味で使われる場合は「ご承知おき下さい」、「聞き入れる」
という意味で使われる場合には「ご承知下さい」という説明ができる。“おき”がある場合は、
聞き入れたり、納得するところまでは求めていない。そのため、より間接的な注意喚起、理解求
めの表現となる。また、「聞き入れる」ことを求める場合、一般的には「ご承知下さい」ではな
く「ご了承下さい」という表現が多用されていることも補足すると良いだろう。
８．まとめと今後の課題
　本稿では、BCCWJを用いて、現代日本語の「お・ご～おき下さい」を中心に、その関連表現
について特徴を分析し、その教え方についての提案を試みた。複合動詞「Vおく」や補助動詞「V
ておく」とどのような関係が認められるかについては、通時的な分析も必要である。これについ
ては今後の課題としたい。
注
（１）この傾向に該当しないものとして、複数の方から飛行機内で耳にするアナウンスについて
ご指摘いただいた。“締める”という動詞と共起する次のようなものである。
　　　　 機内では、シートベルトをお締めおき下さい。
　　 これは安全のための注意喚起で、乗客に行為の結果状態の維持を求める表現である。「維持」
を表すことから、本稿で考察した表現とも連続的ではあるが、認知上の処理ではなく具体
的な動作を表す語と共起している点に違いがある。この点に関しては２つの可能性が考え
られる。１つは本稿での調査データ内に出現しなかっただけの可能性、もう１つは、機内
アナウンスという特定の場面で定着した後発表現の可能性である。詳しくは今後の課題と
したい。
（２）「ご承知おき下さい」および「ご承知下さい」という表現は誤用ではないかというご指摘を
いただいた。「承知する」は謙譲語であり、尊敬の「ご～下さい」という形式を用いてこの
ような表現をするのは失礼だというものである。ご指摘の通り、「承知」は謙譲語として「目
（ 64 ）
上の人の命令などをうけたまわる」という意味でも用いられるが、それ以外の意味も表す。
その場合には、“ご承知と見えて”“その点よくご承知の奥様は…”など尊敬の形式でも、
さらには“承知しねえぞ”のようなエ段長音化させたぞんざいな表現でも用いられている。
このことから、本稿は、誤用とはみなさない立場である。
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